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めぐみ野蔵王育ちのたまご生産者のみなさん         

蔵王町宮地区の生産者のが丹精込めて生産したおい
しい卵をもっと沢山の人に味わってもらいたい。その想
いで試作を重ねて今の「とろっ」とした食感にたどり着き
ました。目指したのはどんな食シーンにも選ばれる温
泉たまご。とろっと流れる黄身は食欲を掻き立て、年代
を問わず皆様においしいと感じて頂ける食感の温泉た
まごに仕上がっています。 

古今東北×めぐみ野 
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＜蔵王育ちのとろり温泉たまご＞ 
【分類】：デイリー 
【製造者名】：株式会社 栗駒ポートリー 
【製造地】：宮城県栗原市 
【主な原材料】：鶏卵（国産）、【添付タレ】ぶどう糖（国内製造）、しょうゆ、澱粉分解物、発酵調味料、 
          魚醤調味料、食塩、醸造酢、かつおぶしエキス、酵母エキス、かつお削りぶし、 
          こんぶ、かつおエキス）、（一部に卵・小麦・大豆・さけを含む） 
【内容量】：３個入り 
【保存方法】：直射日光・高温多湿を避けて保存 
【賞味期限】：D＋１４日 

【ＪＡＮコード】：４５７３３８１１８３３２８         【ＩＴＦコード】：１ ４５７３３８１１８３３２５ 
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＜おすすめの食べ方＞ 

「蔵王育ちのとろり温泉たまご」という名の通り、
とろみのある温泉たまごが料理にトッピングされ
ることによって、料理に彩を添え一段と華やか
なメニューに大変身します。シーザーサラダや
ビビンバ丼はもちろんのこと、カレーやカルボ
ナーラなどの麺料理のトッピングにも重宝しま
す。 

おすすめはぶっかけうどん。よりのど越しが良く
なり食欲のない時にぴったりです。 
 

＜こだわりの製法＞ 

みやぎ仙南農業協同組合様から供給頂いた
「めぐみ野蔵王育ちたまご」を一つずつ丁寧に、
高温の蒸気で加熱加工しました。蒸気で蒸し
上げることによって衛生的に製造できることと、
出来上がりの黄身の固さのばらつきも抑えら
れます。箸で割るととろっと流れる絶妙な硬さ
は、そのまま食べても色々な料理のトッピング
としてもおすすめです。 
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＜復興にかける想い～栗駒ポートリー～＞ 

震災から８年以上が経ち、復興も一歩ずつ前に
進んでいるかと思います（２０１９年時点）。我々
養鶏企業は震災時に飼料供給がストップしたこ
とや、鶏舎や工場への甚大な被害など大きな
被災を経験しました。今日まで卵製品を供給で
きているのも、消費者である皆様の「食べて応
援」という後押しがあったからだと感じています。
今後もおいしい卵を通して、ご支援頂いた恩に
報いるべく活動して参ります。 


